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(2) 鋸歯列が気流に与える影響を調べ，鋸歯列の気流に対する摩擦係数は平板の1. 41 倍であること，
気流の乱れは鋸歯内では少なく，鋸歯の歯先より上部で生じており，繊維はその境目すなわち鋸歯
のほぼ歯先部でのみ捕そくされて平行化作用を受けていることを見出した。
(3) 硫綿機において繊維を平行にし，けん縮を伸ばすためには，適当な速度の気流が必要であること，
また鋸歯列の聞の溝の深さは浅い方が良いことがわかった。
以上のように本論文は硫綿機における鋸歯近傍の気流による椀綿作用を解明し，設計上および使用
上有益な指針を与えたほか，繊維工業および繊維工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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